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指定区域について

指定区域の位置
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78



��

３ ᣦᐃ༊ᇦࡢ᪉ྥᛶ

（１）ᣦ定の目的

中ᚰ市⾤地をὶࢀるᗈ℩川ࡣ、本市にとࡗてかけ࠼ࡀのない景観㈨※です。ᗈ℩川࿘㎶の⣲ᬕࡽしい

景観をᏲるため、またࠕỈと⥳とリのまࠖࡕ前橋のࢩン࣎ルとして、ࡽࡉに㉁の高いᗈ℩川Ἑ␁のまࡕ

なࡳ景観を๰り、後ୡにᘬࡄ⥅ࡁため、本区域を景観ᙧᡂ㔜Ⅼ地区にᣦ定しました。

（２）景観ᙧᡂの目ᶆ

○ேࡀࠎ自↛と㊊を㐠びたࡃなるような、ᚰ地よい✵㛫を๰ฟします。

○地区のṔྐᩥࡸ໬を大ษにしなࡽࡀ、⌧௦的でⴠࡁ╔ࡕのある景観をᙧᡂします。

（３）景観ᙧᡂの᪉㔪

区ศ ᪉㔪

土地฼⏝ 㟢天㥔㌴場ࡁ✵ࡸ地➼の୙άᛶな฼⏝を㑊け、地区඲యの౯್を高める

✵㛫๰ฟにࡘなࡀる土地฼⏝をᅗります。

බඹ施設 ᳜᱂のᶞ✀ࡸ⯒⿦などの⣲ᮦ、Ⰽᙬに㓄៖するととࡶに、地区඲యの⤫

一感をព㆑したබඹ施設࣭㐨路࣭⥳地のᩚഛをᅗります。

⾤୪ࡳᙧᡂ ᗈ℩川ࡸἙ␁⥳地とㄪ和した、ᩓ⟇するேࡀࠎᚰ地よࡃ感じるࡺとりあ

る༳象の⾤୪ࡳをᙧᡂします。

ᘓ⠏≀➼のᙧែព໶ ࿘ᅖとㄪ和し、ேࠎの目⥺ࡸ⾤୪ࡳとの連⥆ᛶに㓄៖ࢀࡉた、地区景観

の向上にࡘなࡀるᙧែ࣭ព໶࣭Ⰽᙬとします。

ᒇእᗈ࿌≀ ࿘ᅖࡸ⾤୪ࡳにㄪ和する㓄置࣭ᥖฟ᪉ἲ࣭ಶᩘを定めるととࡶに、地区

の㨩ຊをより高めるࢹザ࢖ンとします。

⥳໬ ࡉの敷地で⥳໬にດめ、Ἑ␁⥳地との┦஌ຠᯝにより、ᚰ地よࢀࡒࢀࡑ

と₶いをවࡡഛ࠼た景観を๰ฟします。

ኪ㛫景観 ኪ㛫のᏳ඲に㓄៖した照明設ഛと、࿘㎶⎔ቃに㓄៖したἙ␁にࢃࡉࡩし

いຠᯝ的₇ฟをᅗり、ⴠࡁ╔ࡕのある㨩ຊ的なኪ㛫景観を๰ฟします。

景観⟶⌮ ᳜᱂ࡸእቨ➼のởᦆをᨺ置しないなどの地区内の⨾観の⥔ᣢ⟶⌮を⾜う

ととࡶに、࿘㎶とㄪ和したಟ景にດめ、地区景観の向上をᅗります。

ᗈ℩川Ἑ␁を会場に開催ࢀࡉた࣋࢖ント෌ᩚഛࢀࡉたᗈ℩川Ἑ

3 指定区域の方向性

（１）指定の目的
　த৺市֗஍ΛྲྀΕΔ޿੉઒͸ɺຊ市ʹͱ͔͚͕ͬͯ͑ͷͳ͍ݯࢿ؍ܠͰ͢ɻ޿੉઒पลͷૉ੖Β͍͠؍ܠΛक
ΔͨΊɺ· ʮͨਫͱ྘ͱࢻͷ·ͪʯ前橋ͷγϯϘϧͱͯ͠ɺ͞ Βʹ࣭ͷ޿͍ߴ੉઒Տ൞ͷ·ͪͳΈ؍ܠΛ૑Γɺ
ఆ͠·ͨ͠ɻࢦʹ੒ॏ఺஍۠ܗ؍ܠΊɺຊ۠ҬΛ͙ͨܧҾ͖ʹੈޙ

（２）景観形成の目標
　˓ਓʑ͕ࣗવͱ଍Λӡͼͨ͘ͳΔΑ͏ͳɺ৺஍Α͍ۭؒΛ૑ग़͠·͢ɻ
　˓஍۠ͷྺ࢙΍จԽΛ大੾ʹ͠ͳ͕Βɺݱ୅తͰམͪண͖ͷ͋Δ؍ܠΛܗ੒͠·͢ɻ

（３）景観形成の方針

区分 方針

土地利用 露天駐車場や空き地等の不活性な利用を避け、地区全体の価値を高める空間創出につな
がる土地利用を図ります。

公共施設 植栽の樹種や舗装などの素材、色彩に配慮するとともに、地区全体の統一感を意識した
公共施設・道路・緑地の整備を図ります。

街並み形成 広瀬川や河畔緑地と調和した、散策する人々が心地よく感じるゆとりある印象の街並み
を形成します。

建築物等の
形態意匠

周囲と調和し、人々の目線や街並みとの連続性に配慮された、地区景観の向上につなが
る形態・意匠・色彩とします。

屋外広告物 周囲や街並みに調和する配置・掲出方法・個数を定めるとともに、地区の魅力をより高
めるデザインとします。

緑化 それぞれの敷地で緑化に努め、河畔緑地との相乗効果により、心地よさと潤いを兼ね備
えた景観を創出します。

夜間景観 夜間の安全に配慮した照明設備と、周辺環境に配慮した河畔にふさわしい効果的演出を
図り、落ち着きのある魅力的な夜間景観を創出します。

景観管理 植栽や外壁等の汚損を放置しないなどの地区内の美観の維持管理を行うとともに、周辺
と調和した修景に努め、地区景観の向上を図ります。

੉઒Տ޿੔උ͞Εͨ࠶ ΕͨΠϕϯτ͞࠵੉઒Տ൞Λձ৔ʹ։޿
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4 指定区域における景観形成の基準

ʹʯ߲ࣄΔؔ͢ʹݶ੒ॏ఺஍۠Ͱ͸ɺʮᶙ　行ҝͷ੍ܗ؍ܠ　 ఆΊΔɺ市શମʹద༻͞ΕΔܗ؍ܠ੒ج४ͱ͸ผ
ʹɺΑΓৄࡉͳϧʔϧ͕ఆΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ

広瀬川河畔地区

デザイン・配置

広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路に面する建物は、散策する人々に圧迫感を
感じさせないようなデザイン・配置とする。

広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路に面する建物低層部は、散策する人々の目
線を主眼に置いたデザインとする。

川に向いた側が表の空間となるよう、建物の顔となる部分を河川に向ける。

使用する色彩については「色彩のルール」による。

建築設備
＜照明設備＞

照明設備は、夜間の安全な歩行に配慮し、かつ、広瀬川や河畔緑地周辺のまち
なみの魅力をより引き立てるようなものとする。

１階部分が店舗や事務所となるときは、ショーウインドウや格子状シャッター
など夜間に建物から灯りが漏れるような意匠とする。

建築設備
＜設備機器等＞

建築物に付随する設備機器等は、広瀬川から視認できる位置に設置しない。や
むを得ず設置する場合は、植栽や目隠しなどにより修景を行う。

使用する色彩については「色彩のルール」による。

建築設備
＜太陽光発電設備＞

屋根や屋上に太陽光発電設備を設置する場合は、周囲に調和する色調かつ光の
反射に配慮した設置場所及び設置方法とし、反射の少ない素材を使用する。

建築設備
＜ゴミ集積所＞

ゴミ集積所は、広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路から視認できる位置に設置
しない。やむを得ず設置する場合は、植栽や目隠しなどにより修景を行う。

使用する色彩については「色彩のルール」による。

建築物の周囲の
空地・外構

広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路に面する部分は、緑化に努める。

植栽スペースを設置する場合は、四季を感じられる花木を選定・管理するよう
に心がけ、四季を通して心地よい空間となるよう努める。

垣、柵、塀などについては「工作物のルール」による。

使用する色彩については「色彩のルール」による。

大規模な建築物
（高さ13ｍ以上、延べ床面積

1000㎡以上の建築物）

※ 大規模な建築物について
は、「建築物のルール」と「大
規模な建築物のルール」の
両方を適用します。

低層部は、開放的なデザイン、適度な壁面後退による植栽スペースや休憩スペー
スの確保など、ゆとりある空間を創出し、公共性の高い景観形成を心がける。

まちなみの連続性に配慮しつつ、オープンスペースの確保や植栽の配置等によ
り、周辺と調和する交流空間の創出、人の集まる快適性の高い景観形成に努める。

広瀬川に面する部分は、川側からの見え方に配慮した配置・デザインにするこ
とにより、川と建築物が一体をなすような景観形成に努める。

ங෺ͷϧʔϧݐ（１）
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広瀬川河畔地区

門、垣、柵、塀
など

広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路に面する部分に設置する外構については、
川沿いを散策する人々からの見え方に配慮し、広瀬川や河畔緑地に調和する素
材や「色彩のルール」による色調とする。

・立体（機械式）駐車場
・立体（機械式）駐輪場

広瀬川や河畔緑地から視認できる位置に設置しない。やむを得ず設置する場合
は、「色彩のルール」による色調とするか、植栽や目隠しによる修景を行う。

自動販売機 広瀬川や河畔緑地に向けて設置しない。やむを得ず設置する場合は、「色彩のルー
ル」による色調とするか、修景を行う。

物　置 広瀬川や河畔緑地から視認できる位置に設置しない。やむを得ず設置する場合
は、「色彩のルール」による色調とするか、植栽や目隠しによる修景を行う。

その他の工作物 広瀬川や河畔緑地から視認できる位置に設置しない。やむを得ず設置する場合
は、「色彩のルール」による色調とするか、植栽や目隠しによる修景を行う。

広瀬川河畔地区

資材置き場

境界柵を設置する場合は、「垣・柵・塀などのルール」による。

敷地内は、川沿いを散策する人々からの見え方に配慮し、常に整理整頓を心掛
ける。

資機材等が川沿いを散策する人々から直接視認できないよう、植栽や目隠しな
どによる修景に努める。

日よけや雨よけのシートを使用する際は、広瀬川及び河畔緑地に調和する色調
とする。

平面駐車場

境界柵を設置する場合は、「垣・柵・塀などのルール」による。

敷地内に屋外広告物を設置する場合は、「屋外広告物のルール」による。

平面駐車場に付随する設備は、「色彩のルール」による色調とする。

駐車された車が川沿いを散策する人々から直接視認できないよう、植栽や目隠
しなどの修景に努める。

広瀬川河畔地区

色　彩

広瀬川や河畔緑地及び地区内の道路に面する部分に使用する色彩は、「前橋市色
彩ガイドライン」に定める範囲とする。
・ 広瀬川や河畔緑地の樹木・花木などの自然が主役となるような色彩を選定し
ましょう。
・ 交通標識などの認識を妨げないよう、標識などより目立つ色彩の使用は避け
ましょう。

෺ͷϧʔϧ࡞޻（̎）

（̏）ͦ ͷଞͷϧʔϧ

（̐）৭࠼ͷϧʔϧ
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広瀬川河畔地区

種　類

地区内において掲出できる自家広告物は、以下の種類のものに限る。
①広告板　②壁面広告物　③突出広告物　④塀広告
⑤置き看板　⑥簡易広告物（はり紙、はり札、広告旗、立て看板、広告幕）

※非自家広告物は掲出することができない。
　 ただし、国、地方公共団体、公共的団体、地元商工会等が公共的目的のため
に設置する、上記の種類のものは掲出できることとする。

大きさ
個数

地区内における屋外広告物の大きさ、表示面積等の基準は以下のとおりとする。
（１）高さ13ｍ以下に掲出する屋外広告物
　・ 広告板は１面１㎡以下、かつ合計で２㎡以下、高さは２ｍ以下
　・ 壁面広告物は１面１㎡以下、かつ合計で当該壁面の１/３以下
　　※ 一連の意味を成す文字群を矩形で囲った切文字または箱文字表示で、面

積が１面２㎡以下、かつ合計で当該壁面の１/３以下
　・ 突出広告物は１面１㎡以下、合計２㎡以下
　・ 置き看板は１面１㎡以下、合計２㎡以下
　・ 塀広告は１面１㎡以下、かつ合計で当該壁面の１/３以下
　・ ひとつの店舗、事業所等が掲出できる表示面積の合計は５㎡以下
（２）高さ13ｍを超える部分に掲出する屋外広告物
　・ 壁面広告物は１面５㎡以下、かつ合計で当該壁面の１/３以下
　　※ 一連の意味を成す文字群を矩形で囲った切文字または箱文字表示で、面

積が１面10㎡以下、かつ合計で当該壁面の１/３以下
　・ 突出広告物は１面１㎡以下、合計２㎡以下
　・ ひとつの建築物において高さ 13ｍを超える部分に掲出できる表示面積の
合計は15㎡以下

デザイン等

周囲と調和する落ち着いたデザインや素材とし、使用する色彩については「色
彩のルール」による。

散策する人々の目線や人間の大きさの比率との調和に配慮した文字の大きさ、
配置とする。

光源の点滅、回転、動き、変化がないこと。

照明利用広告物については、周囲との調和やまちなみ全体の夜間景観を考慮し
たデザイン、配置とする。

ひとつの建築物において、複数の店舗・事務所等の広告物を掲出する際は、掲
出する広告物の集約や色彩・文字・形状の統一に努めること。

（̑）԰֎ࠂ޿෺ͷϧʔϧ
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（㸳）ᒇእᗈ࿌≀のルール

ᗈ℩川Ἑ␁地区

✀ 㢮

地区内においてᥖฟでࡁる自ᐙᗈ࿌≀ࡣ、以下の✀㢮のࡶのに㝈る。

①ᗈ࿌ᯈ ②ቨ㠃ᗈ࿌≀ ճ✺ฟᗈ࿌≀ մሟᗈ࿌

յ置ࡁ┳ᯈ ն⡆᫆ᗈ࿌≀（ࡣり⣬、ࡣりᮐ、ᗈ࿌᪝、❧て┳ᯈ、ᗈ࿌ᖥ）

ͤ㠀自ᐙᗈ࿌≀ࡣᥖฟするࡇとࡀでࡁない。

ただし、ᅜ、地᪉බඹᅋయ、බඹ的ᅋయ、地元ၟᕤ会➼ࡀබඹ的目的のために設置する、上グ

の✀㢮のࡶのࡣᥖฟでࡁるࡇととする。

大ࡉࡁ

ಶᩘ

地区内におけるᒇእᗈ࿌≀の大ࡉࡁ、⾲♧㠃✚➼のᇶ‽ࡣ以下のとおりとする。

（1）高ࡉ 13㹫以下にᥖฟするᒇእᗈ࿌≀

࣭ᗈ࿌ᯈ１ࡣ㠃 1੍以下、かࡘ合計で 2੍以下、

高ࡣࡉ 2㹫以下

࣭ቨ㠃ᗈ࿌≀１ࡣ㠃 1੍以下、かࡘ合計でᙜヱ

ቨ㠃の 1/3以下

ͤ一連のព࿡をᡂすᩥᏐ⩌を▴ᙧでᅖࡗたษᩥ

Ꮠまたࡣ⟽ᩥᏐ⾲♧で、㠃✚ࡀ 1㠃 2੍以下、

かࡘ合計でᙜヱቨ㠃の 1/3以下

࣭✺ฟᗈ࿌≀１ࡣ㠃 1੍以下、合計 2੍以下

࣭置ࡁ┳ᯈ１ࡣ㠃 1੍以下、合計 2੍以下

࣭ሟᗈ࿌１ࡣ㠃１੍以下、かࡘ合計でᙜヱቨ㠃の

1/3以下

る⾲♧㠃✚のࡁᥖฟでࡀ➼のᗑ⯒、஦ᴗᡤࡘとࡦ࣭

合計ࡣ 5੍以下

（2）高ࡉ 13㹫を㉸࠼る㒊ศにᥖฟするᒇእᗈ࿌≀

࣭ቨ㠃ᗈ࿌≀１ࡣ㠃 5੍以下、かࡘ合計でᙜヱቨ㠃

の 1/3以下

ͤ一連のព࿡をᡂすᩥᏐ⩌を▴ᙧでᅖࡗたษᩥ

Ꮠまたࡣ⟽ᩥᏐ⾲♧で、㠃✚ࡀ 1㠃 10੍以下、

かࡘ合計でᙜヱቨ㠃の 1/3以下

࣭✺ฟᗈ࿌≀１ࡣ㠃 1੍以下、合計 2੍以下

ࡉのᘓ⠏≀において高ࡘとࡦ࣭ 13㹫を㉸࠼る㒊ศ

にᥖฟでࡁる⾲♧㠃✚の合計ࡣ 15੍以下

➼ン࢖ザࢹ

࿘ᅖとㄪ和するⴠࡕ╔いたࢹザ࢖ンࡸ⣲ᮦとし、౑⏝するⰍᙬにࡘいてࠕࡣⰍᙬのルールࠖによる。

ᩓ⟇するேࠎの目⥺ࡸே㛫の大ࡉࡁのẚ⋡とのㄪ和に㓄៖したᩥᏐの大ࡉࡁ、㓄置とする。

ග※のⅬ⁛、回㌿、ືࡁ、ኚ໬ࡀないࡇと。

照明฼⏝ᗈ࿌≀にࡘいてࡣ、࿘ᅖとのㄪ和ࡸまࡕなࡳ඲యのኪ㛫景観を⪃៖したࢹザ࢖ン、㓄置と

する。

ᥖฟするᗈ࿌≀の集⣙、ࡣのᘓ⠏≀において、」ᩘのᗑ⯒࣭஦ົᡤ➼のᗈ࿌≀をᥖฟする㝿ࡘとࡦ

。とࡇⰍᙬ࣭ᩥᏐ࣭ᙧ状の⤫一にດめるࡸ

ᒇ上ᗈ࿌

アーࢳ
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5 指定区域における届出を要する行為

ʹʯ߲ࣄΔؔ͢ʹݶ੒ॏ఺஍۠Ͱ͸ɺʮᶚ　行ҝͷ੍ܗ؍ܠ　 ఆΊΔɺ市શମʹద༻͞ΕΔಧग़Λཁ͢Δ行ҝͱ
͸ผʹɺΑΓৄࡉͳϧʔϧ͕ఆΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ

※上記以外は、景観条例に規定される大規模行為が届出対象となります。
※景観条例に規定される大規模行為については、届出のほかに事前協議が必要となります。

広瀬川河畔地区

建築物

新　築 地区内で行うもの全て

増築、改築又は移転 地区内で行うもので、増築、改築又は移転にかか
る床面積の合計が10㎡を超えるもの

外観を変更することとなる修繕または模
様替え、色彩の変更

地区内で行うもので、変更部分が5㎡を超えるも
の

工作物・
建築設備

門、垣、柵、塀、擁壁
その他これらに類するもの

・新設
・増設

・ 外観変更を
伴う修繕、
模様替え

・色彩の変更

広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもので、高さ１ｍを超えるもの

記念塔、装飾塔
その他これらに類するもの

地区内で設置するもので、高さ 4ｍを超えるも
の

立体（機械式）駐車場
立体（機械式）駐輪場
(※建築物に該当するものは除く)

広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもので、高さ1.5 ｍを超えるもの

自動販売機 広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもの

物　置
(※建築物に該当するものは除く)

広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもので、高さが1.5 ｍを超えるもの

太陽光発電設備 地区内で設置するもので、設置面積が5㎡を超え
るもの

前各号に定めるもののほ
か、市長が指定し、告示
したもの

－

その他の
行為

平面駐車場
・新設
・増設

広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもので、駐車台数が５台以上のもの

資材置き場
広瀬川及び河畔緑地、地区内の道路に面する部分
に設置するもので、行為に係る土地の面積が 50
㎡を超えるもの

屋外
広告物

表示、設置、改造、移転
又は表示内容若しくは外観の変更

地区内で設置するもの全て
※ 屋外広告物は、前橋市屋外広告物条例に基づく届出になりま
す。また、掲出する広告物の表示面積の合計が 15㎡を超え
る場合は、届出に代り、許可申請が必要です。

（１）ର৅行ҝҰཡ

Ⅵ
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計　画

審　　査

指導・助言

勧告・変更命令等（※2）

罰則(※3)

行為の計画に反映
地元協議会

景観アドバイザー

行為の着手

届出の受理

景観法第16条に基づく
届　出

適合通知書
の発行

市民・事業者 市

景観形成重点地区の景観形
成の方針や基準に沿って計
画を立てます。
また、必要に応じて前橋市
景観アドバイザー制度を利
用することができます。

指定区域の景観形成の目
標、方針、基準等に適合し
ているか審査します。
また、届出の内容に応じて
地元協議会に報告・相談し、
意見等を求めます。

計画の内容について、指定
区域における景観形成の目
標、方針、基準にもとづき、
アドバイスを行います。
また、必要に応じて前橋市
景観アドバイザー制度の活
用を届出者に提案します。

届け出た計画について、指
導・アドバイスや地元協議
会からの意見等があった場
合は、その内容を尊重し、
計画に反映させます。
また、変更命令を受けた場
合は、適合するよう計画を
修正します。

地元住民・事業者
の立場から、届出の
内容について景観
形成の目標等に基
づき、意見等を述べ
ることができます。

客観的・専門的な
立場からアドバイ
ス等を行います。

行為に着手する前に、必要な
書類を添えて届け出ます。（※1）

相談

指導
アドバイス
地元意見
の伝達

報告
相談

提出

適　合 不適合

相談

アドバイス

調整案
修正案

計画を修正

計画を修正

変更命令等に従わない場合

意見等

アドバイス

※１　大規模な行為については、届出のほかに前橋市景観条例第14条に基づく事前協議が必要となります。
※２　景観法第16条第３項に基づく勧告、景観法第17条第１項に基づく変更命令等
※３　景観法第102条第１項に基づく罰金等

（̎）行ҝͷ計画͔Βண手·ͰͷྲྀΕ
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